
区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測標準 製図工を

〔２〕 －30 測量助手に

測量業務 統一化

標準歩掛

４．

路線測量

測量編 測竣功 製図工を

〔６〕 －2 測量助手に

竣功平面図等 統一化

２．

河川竣功

平面図作成

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測竣功 製図工を

〔６〕 －3 測量助手に

竣功平面図等 統一化

３．

河川現況

台帳作成

改　　定

適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正



区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測竣功 製図工を

〔６〕 －6 測量助手に

竣功平面図等 統一化

４．

道路台帳補正

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



区　分 ページ 現　　行 備　考

測量編 測竣功 製図工を

〔６〕 －7 測量助手に

竣功平面図等 統一化

４．

道路台帳補正

改　　定

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）



区　分 ページ 現　　行 備　考

調査計画編 計河調 製図工を

〔３〕 －21 測量助手に

河川調査 統一化

２．

水文調査

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



区　分 ページ 現　　行 備　考

調査計画編 計河調

〔３〕 －22

河川調査

２．

水文調査

改　　定

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）



区　分 ページ 現　　行 備　考

調査計画編 計河調

〔３〕 －23

河川調査

２．

水文調査

調査計画編 計保安

〔６〕 －2

保安林解除

２．

業務委託費

土木事業委託積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和８年（2026年）４月１日以降積算基準日適用）

改　　定



測標準 - 30

４－６ 路線測量、実施設計、用地測量を同時に実施する場合

路線測量と用地測量又は、路線測量、実施設計、用地測量を同時に実施する場合は、次のように運用し統一を

はかる。

(１) 適用歩掛は、路線測量及び用地測量によるものとし、測量作業の内容が重複する部分については、路

線測量の歩掛を適用する。

(２) 変化率は、路線測量の変化率、用地測量については用地測量の変化率による。

(３) 旅費算出の基礎となる日数には内業を含めない。

４－７ 路線測量を単独で発注する場合

路線測量を単独で発注し平面測量に資料収集が必要な場合は、７－１－２資料調査（用地測量）により別途計

上すること。

４－８ 歩道測量調査

４－１－１作業計画～４－１－１０横断測量、９－１－２現地測量（細部測量）に準じることとする。

ただし、伐採、線形決定、ＩＰ設置、仮ＢＭ設置測量については、既存資料等を利用できる場合適宜

減じることができる。

４－９ 道路の区域決定（変更）資料作成

４－９－１ 適用範囲

本歩掛は、道路の区域決定（変更）資料作成を用地測量と同時に発注する場合に適用する。

４－９－２ 標準歩掛

4-9-2-1 区域決定（変更）資料作成

施工単価コード DXA32800～DXA32820

（１ｋｍ当り）

技師（Ｃ） 技 術 員 測 量 助 手

資 料 収 集 ０.１１ ０.１０

区域決定（変更）図作成 ０.３０ ０.２６

路 線 図 作 成 ０.１３ ０.１３

合 計 ０.１１ ０.４３ ０.４９

延長別補正率表 （１件当り）

補正率
補 正 率 摘 要

延 長

１ｍ～ ２００ｍ ３.３

２０１ｍ～ ４００ｍ １.５

４０１ｍ～ ６００ｍ １.４

６０１ｍ～ ８００ｍ １.２

８０１ｍ～１０００ｍ １.１

１００１ｍ～２０００ｍ １.０

２００１ｍ以上 ０.７

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用



測竣功 - 2

２．河川竣功平面図作成

２－１ 標準歩掛

2-1-1 河川竣功平面図作成

施工単価コード DXA80000

（原図成果１ｍ当り）

数 量
工 種 名 称 摘 要

トレース原図等の写真を使用する場合

技 師(Ｃ) ２．０ 人
原 図 作 成

測 量 助 手 ２．６

写 図 測 量 助 手 ３．４

技 師(Ｃ) ０．１
浄図とりまとめ

測 量 助 手 ２．０

注）１．原図縮尺による増減率は次表によること。

原 図 縮 尺 １／５００ １／１,０００ １／２,０００ １／２,５００ １／３,０００

増 減 率 ０.８ １.０ １.２ １.３ １.４

２．準備・打合せは必要に応じ技師(Ｃ)１人／日を加算すること。

３．縮尺の異なった原図より作成する場合は２割増しとする。

２－２ 注）１．３の適用例

作 製 す る 竣 功 平 面 図
資 料 の 縮 尺

縮 尺 補 正 率

工 事 平 面 図 １／１,０００
例 １ １／１,０００ １×１×１.２

用 地 図 １／５００

計 画 平 面 図 １／２,５００
例 ２ １／２,５００ １×１.３×１.２

用 地 図 １／１,０００

工 事 平 面 図 １／１,０００
例 ３ １／１,０００ １

用 地 図 １／１,０００

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用
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３．河川現況台帳作成

３－１ 標準歩掛

3-1-1 計画準備等（標準作業量：１河川）

施工単価コード DXA80101 ～ DXA80104

（１河川当り）

直 接 人 件 費
作 業 種 別

技師（Ｃ） 技 術 員 測 量 助 手

計 画 準 備 ０.２ ０.２

河 川 指 定 関 係 整 理 記 入 ０.４ ０.６

事 業 計 画 関 係 整 理 記 入 ０.４ ０.４ ０.５

索 引 図 作 成 ０.５

計 (１) １.０ １.７ ０.５

注）１．上表基本歩掛に作業河川数を乗じて算定すること。

２．延長別の補正は行わない。

3-1-2 地形現況修正等（標準作業量：１.０ｋｍ～２.０ｋｍ／１河川）

施工単価コード DXA80401 ～ DXA80411

（１ｋｍ当り）

直 接 人 件 費
作 業 種 別

技師（Ｃ） 技 術 員 測 量 助 手

資 料 収 集 ０.８ ０.８ ０.７

資 料 整 理 ０.６ ０.４

台 帳 図 基 図 作 成 ０.７

地 形 現 況 修 正 計 １.３ １.７ ２.９

（現 地 補 測）（外業） (０.４) (０.４)

（図 面 修 正） (１.３) (１.３) (２.５)

敷 地 関 係 整 理 記 入 ０.７ ０.７ ０.８

工 事 関 係 整 理 記 入 ０.３ ０.８ １.０

占 用 関 係 整 理 記 入 ０.２ ０.３ ０.４

台 帳 縮 小 図 作 成 ０.３

台 帳 付 図 作 成 ０.４

台 帳 縮 小 図 着 色 ０.４

と り ま と め 製 本 ０.８

計 (２) ３.３ ６.３ ７.４

注）１．上表基本歩掛に１河川毎の延長を乗じて算定すること。

２．１河川毎に次表【延長別補正率表】の補正率をそれぞれ乗じて算定すること。

３．上表の内、「資料収集」及び「地形現況修正（現地補測）」は、交通費を別途計上すること。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用
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４．道路台帳補正

４－１ 道路台帳補正基本歩掛表（１ｋｍ当り）

4-1-1 改良

施工単価コード DXA82001 ～ DXA82010

職 種 直 接 人 件 費

作業種別 技 師（Ｃ） 技 術 員 測 量 助 手

資 料 収 集 ０.２２ ０.１９

資 料 整 理 ０.１５ ０.３３

計 画 準 備 ０.１５ ０.１６

素 図 作 成 １.２９ ２.０２

台帳図原図及び附図原図作成 ０.６４ １.６１ ４.１０

調 書 作 成 ０.３４ ０.４８

道 路 現 況 図 作 成 ０.３０ ０.２６

索 引 図 作 成 ０.１３ ０.１３

照 査 製 本 ０.２８ ０.４８

現 地 確 認 調 査 （ 外 業 ） ０.２５ ０.３４

計 ３.３２ ４.７０ ５.８３

注）上表基本歩掛に表４－２の補正率を乗じて算定すること。

4-1-2 交安

施工単価コード DXA82101 ～ DXA82110

職 種 直 接 人 件 費

作業種別 技 師（Ｃ） 技 術 員 測 量 助 手

資 料 収 集 ０.１３ ０.１１

資 料 整 理 ０.０８ ０.１７

計 画 準 備 ０.０９ ０.１０

素 図 作 成 １.１６ １.８２

台帳図原図及び附図原図作成 ０.５１ １.２９ ３.２８

調 書 作 成 ０.２４ ０.３４

道 路 現 況 図 作 成 ０.１８ ０.１６

索 引 図 作 成 ０.０８ ０.０８

照 査 製 本 ０.１７ ０.２９

現 地 確 認 調 査 （ 外 業 ） ０.２３ ０.３１

計 ２.６１ ３.８１ ４.４０

注）上表基本歩掛に表４－２の補正率を乗じて算定すること。

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用
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4-1-3 舗装

施工単価コード DXA82201 ～ DXA82210

職 種 直 接 人 件 費

作業種別 技 師（Ｃ） 技 術 員 測 量 助 手

資 料 収 集 ０.１３ ０.１１

資 料 整 理 ０.０５ ０.１０

計 画 準 備 ０.０６ ０.０６

素 図 作 成 ０.３９ ０.６１

台帳図原図及び附図原図作成 ０.２６ ０.６４ １.６４

調 書 作 成 ０.１０ ０.１４

道 路 現 況 図 作 成 ０.０９ ０.０８

索 引 図 作 成 ０.０８ ０.０８

照 査 製 本 ０.０６ ０.１０

現 地 確 認 調 査 （ 外 業 ） ０.２３ ０.３１

計 １.２８ １.６２ ２.４２

注）上表基本歩掛に表４－２の補正率を乗じて算定すること。

４－２ 延長別補正率表

（１路線当り）

補正率
補 正 率 摘 要

延 長

１ｍ～ ２００ｍ ３.３

２０１ｍ～ ４００ｍ １.５

４０１ｍ～ ６００ｍ １.４

６０１ｍ～ ８００ｍ １.２

８０１ｍ～１０００ｍ １.１

１００１ｍ～２０００ｍ １.０

２００１ｍ以上 ０.７

注）延長補正は、路線毎の各工種の合計で判断する。

（例）道道○○線 Ｌ＝８００ｍ（改良５００ｍ、交安１００ｍ、舗装２００ｍ）の場合

延長別補正率表は、１.２

・改良（標準歩掛）×０.５（ｋｍ）×１.２（補正率）

・交安（標準歩掛）×０.１（ｋｍ）×１.２（補正率）

・舗装（標準歩掛）×０.２（ｋｍ）×１.２（補正率）

065284
テキストボックス
令和８年(2026年)４月１日
以降積算基準日適用



計河調 - 21

２－４－９ 観測資料とりまとめ

２－４－９－１ 調査項目と適用変化率

表－４ 変化率適用表（観測資料とりまとめ）

調 査 項 目 とりまとめ期間 ＨＱ式の本数 流量観測回数

雨 量 調 査 ○※１ × ×

水 位 調 査 ○※１ × ×

流 量 調 査 ○※２ ○※４ ○※５

ＨＱ式変動調査 × × ×

テレメータ水位・雨量 ○※３ × ×

管理ダム雨量 × × ×

管理ダム水位 × × ×

管理ダム流量 × × ×

※１ 標準歩掛のうち、測量技師補及び測量助手に適用する。

※２ 標準歩掛のうち、測量技師、測量技師補及び測量助手に適用する。

※３ 標準歩掛のうち、測量技師補及び測量助手に適用する。

※４ 標準歩掛のうち、測量技師及び測量技師補に適用する。

※５ 標準歩掛のうち、測量助手に適用する

２－４－９－２ 標準歩掛の補正

（１）とりまとめ期間による変化率表

１）雨量調査

期 間 ３ヶ月間以下 ３ヶ月間を超え ６ヶ月間を超え ９ヶ月間を超え
工 種 ６ヶ月間以下 ９ヶ月間以下 １年間以下

測量技師補 －０．６ －０．４ －０．２ ０．０

－０．４ －０．３ －０．２ ０．０
測 量 助 手

（－０．４） （－０．４） （－０．４） （－０．４）

(注）（ ）内はロガー使用時に適用する。

２）水位調査

期 間 ３ヶ月間以下 ３ヶ月間を超え ６ヶ月間を超え ９ヶ月間を超え
工 種 ６ヶ月間以下 ９ヶ月間以下 １年間以下

測量技師補 －０．６ －０．４ －０．２ ０．０

－０．５ －０．３ －０．２ ０．０
測 量 助 手

（－０．５） （－０．５） （－０．５） （－０．５）

(注）（ ）内はロガー使用時に適用する。

065284
テキストボックス
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３）流量調査

期 間 ３ヶ月間以下 ３ヶ月間を超え ６ヶ月間を超え ９ヶ月間を超え
工 種 ６ヶ月間以下 ９ヶ月間以下 １年間以下

測 量 技 師 －０．３ －０．２ －０．１ ０．０

測量技師補 －０．５ －０．４ －０．２ ０．０

測 量 助 手 －０．１ －０．１ －０．１ ０．０

４）テレメータ水位・雨量

期 間 ３ヶ月間以下 ３ヶ月間を超え ６ヶ月間を超え ９ヶ月間を超え
工 種 ６ヶ月間以下 ９ヶ月間以下 １年間以下

測量技師補 －０．３ －０．２ －０．１ ０．０

測 量 助 手 －０．５ －０．４ －０．２ ０．０

（２）ＨＱ式本数による変化率表

本 数
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

工 種

測 量 技 師 ０.０ ＋０.４ ＋０.７ ＋１.１ ＋１.４ ＋１.８ ＋２.１ ＋２.５ ＋２.８

測量技師補 ０.０ ＋０.１ ＋０.２ ＋０.３ ＋０.４ ＋０.５ ＋０.７ ＋０.８ ＋０.９

(注）流量調査のみに適用する。

（３）流量観測回数による変化率表

工種 流量観測回数 変化率 工種 流量観測回数 変化率

測量助手 ５回未満 －０.１ 製図工 ２１回～２４回 ＋０.４

５回～ ８回 ０.０ ２５回～２８回 ＋０.５

９回～１２回 ＋０.１ ２９回～３２回 ＋０.６

１３回～１６回 ＋０.２ ３３回～３６回 ＋０.７

１７回～２０回 ＋０.３ ３７回以上 ＋０.８

(注）流量調査のみに適用する。
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２－４－９－３ 標準歩掛

2-4-9-3-1 観測資料とりまとめ

施工単価コード DXD39001 ～ DXD39008

（１地点当り）

所 要 日 数 内 編 成 延 人 日 数

外
作 業 標 準 測 測 測 測 測 測 測 測 測 測 測 測

量 量 量 量 業 量 量 量 量 量 量 量 量
工 程 作業量 主 技 技 助 主 技 技 助 主 技 技 助

任 師 師 手 区 任 師 師 手 任 師 師 手
技 補 技 補 技 補
師 分 師 師

観 測 資 料
とりまとめ ０.１３ ０.３９ １.０２ 内 １ １ １ ０.１３ ０.３９ １.０２
(雨量調査) ※ ※

(水位調査) ０.１３ ０.４９ １.７４ 内 １ １ １ ０.１３ ０.４９ １.７４
※ ※

(流量調査) ０.３８ ０.９０ ２.２９ 内 １ １ １ ０.３８ ０.９０ ２.２９
※ ※ ※

(ＨＱ式変動 １業務 １.３１ ２.３６ １.１９ 内 １ １ １ １.３１ ２.３６ １.１９
調査)

当 り

(テレメータ ０.０２ ０.１５ ０.５７ 内 １ １ １ ０.０２ ０.１５ ０.５７
水位・雨量) ※ ※ ※

(管理ダム ０.０８ ０.３６ ０.５３ 内 １ １ １ ０.０８ ０.３６ ０.５３
雨量)

(管理ダム ０.０６ ０.３９ ０.３９ 内 １ １ １ ０.０６ ０.３９ ０.３９
水位)

(管理ダム ０.０８ ０.４６ ０.４３ 内 １ １ １ ０.０８ ０.４６ ０.４３
流量)

直接人件費に

使 用 機 械 及 び 材 料 対する割合 精度

（％） 管理

機械 通信運 費率
品名 規 格 単位 数量 材料費

経費 搬費等

－ － － －

(注）１．とりまとめ期間は１年間、ＨＱ式本数は１本、流量観測回数は７回を標準とし、それ以外の場

合は、２－４－９－２ 標準歩掛の補正を適用する。

２．標準歩掛のうち、※を附した歩掛が、上記補正を適用する対象である。

３．標準歩掛のうち、ＨＱ式変動調査、管理ダム雨量、管理ダム水位及び管理ダム流量は、とりまとめ

期間にかかわらず１シーズンとして適用する。
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(２) そ の 他

ア．成果品作成に係る事務用品費、製図費、青写真謄写費、及び印刷等の費用は、直接人件費の１０％を標

準とする。

イ．歩掛の補正について

ａ 延長による補正

分類 ０.３ｋｍ ０.７ｋｍ １.３ｋｍ ２.０ｋｍ ３.０ｋｍ

０.３ｋｍ 以上 以上 以上 以上 以上 ４.０ｋｍ

未満
以上

０.７ｋｍ １.３ｋｍ ２.０ｋｍ ３.０ｋｍ ４.０ｋｍ
区分 未満 未満 未満 未満 未満

％ ％ ％ ％ ％ ％
補 正 値 －３０ －２０ ０ ＋３０ ＋５０ ＋８０ 適 宜

注）延長により本補正値を適用するのが不適当と認められる場合には、実状にあわせて適宜補正して運用する

ものとする。

ｂ 地形による補正

地 形 割 増 率

平 地 －１５％

丘 地 ０

急 峻 山 地 ＋２０％

注）地形については、「測量調査歩掛」に準じて判断するものとするが、一般に下記による。

平 地 ： 平坦な地域で線形工法が単純な場合。

急 峻 山 地 ： 急峻な地形、高山地帯で線形、工種、工法等が複雑な場合。

丘 地 ： ゆるやかな起伏のある地形、あるいは線形、工法等が上記の中間

と考えられる場合。

注）１．この算定基準は、保安林解除申請及び国有林野の貸付申請手続き関係書類作成に係る歩掛の

基準を示したものであり、特別な条件により本歩掛を適用することが不適当と認められる場合

は、別途積算することが出来るものとする。

２．本業務に使用する資料等は貸与するが、受理する側の基準に適合させる為の、軽微な設計の

手直しを含むものとする。

３．申請及び協議に係る書類の作成部数は、所轄関係機関と打ち合わせのうえ適宜定めるものと

する。

４．「国有林野貸付申請利用承認書」及び「保安林内行為申請図書」作成の内、原本作成歩掛は

国有林野貸付申請図書作成単独業務の場合に適用するものとし、「保安林解除申請書」作成と

同一業務（同一区間）の場合は、（ ）内の数値を適用すること。

５．保安林解除申請に伴う「立木伐採届け出書」の作成業務は、「国有林野貸付申請書」作成歩

掛の複製を適用するものとする。

６．表中備考欄の＊マークは、当初の道路事業等の実施の場合、申請に必要な一般的な図書を示

す。積算に当たっては、必要書類等勘案の上、計上するものとする。
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